
 

 

 

 

 

 

 

 今月は、1 年で最も大きな学校行事の「体育祭」が行われます。ここ数年、コロナ感染症により制

約の多い体育祭でした。しかし、今年はパフォーマンスで校歌が復活するなど、以前のような高校生

の若いパワー溢れる体育祭となりそうです。体育祭は一人ではなく、協働してみんなで作り上げる行

事です。教えあったり、声をかけあったり、できないところはカバーしあったりして最高の体育祭に

していきましょう。運動が好きな人、絵を描くのが好きな人、大声を出して歌うのが好きな人、応援

するのが好きな人、踊りが好きな人、それぞれ自分のできる分野で活躍してください。 

 

入学して 2 ヶ月が経過しました。みなさん、だいぶ学校生活に慣れてきたようですね。授業も落ち

着いて取り組んでいます。PTA 総会後の撤収作業も、みなさんの協力により速やかに行われました。

新しい友人との交流も深まり、全体として穏やかな学校生活を送っているように感じます。しかしそ

の一方で、まだ行動面で高校生になれていない部分も見られます。               

以下の項目に自分は何個あてはまるかチェックしてみましょう。 

  

→自習は休み時間ではなく、学習に取り組む授業時間です。自分たちがワイワイ楽しく話す時間で

はありません。そのような行為が周囲の学習を妨げている、迷惑をかけるということを再認識してく

ださい。休み時間と授業時間の区別、「オン」「オフ」の切りかえをしっかりと！！ 

  

→「締め切り」を守ることは学校だけではなく、社会全般で求められることです。例えば、みなさ

んの成績を出す際に成績データの入力締め切りがあります。それに間に合わせるために、先生方は課

題の提出締め切りを設定して課題をチェックして成績をつけます。課題の提出が間に合わなければ、

課題を成績に入れて評価してあげることはできません。また、社会に出ると「締め切りを守る＝信頼

される」、逆もしかりです。忘れ物が多い人は、「メモをとる」習慣を身につけて締め切りを守れる

ようにしていきましょう。 

 

  

→「注意されないからいいや」「見つからなければいいや」という考えでは成長はのぞめません。
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制服は私服ではなく柏崎常盤高校の定めた服です。スカートを折り曲げたりしないで正しい着こなし

をしてください。また、スマートフォンの使用は校内では禁止です。学校生活ではスマフォから離れ

て、友人の顔を見て、会話を楽しんでください。 

→５月にとった進路希望調査の結果をみると、進学希望者が多数を占めています。スタディサポー

トの結果から、常盤高校１年生の平均学習時間は平日 1 時間 10 分、休日 2 時間 1 分で、全国の大

学進学希望の生徒平均と比較すると 30 分程度短く、みなさんの希望する進路実現にはまだまだ努力

が必要です。しかし、これからの自分の取り組み次第で、学力は十分に伸びます。今は土台となる基

礎基本を身につける時期です。3 年生になってから慌てるのではなく、今日から平日 2 時間を目指し

てコツコツと学習に取り組みましょう。「勉強をやらされている」と思いながら勉強しても力はつき

ません。自分の将来を思い描き、自分の将来のために、主体的に学習に取り組みましょう。 

中間考査の結果が返却されました。今回はどの科目も平均点が高かったようです。みなさんが一生

懸命学習に取り組んだ結果であると思います。ただ、今回はテスト範囲が短いこと、中学校時代の知

識で解ける問題が比較的多かったことも事実です。今回の結果に満足して油断することないようにし

ましょう。また定期考査の目的は、自分がどの分野を、どの程度理解しているかを知ることです。出

来なかった問題は必ず見直しをして解けるようにしましょう。苦手分野の克服につながります。 

 

 

6 月 20 日に来年度の選択科目希望調査票の提出となります。今回の選択は、進路希望や受験科目

などに関わる大切なものです。進路がある程度定まっている人は、希望する進路についてしっかりと

調べ、どの科目を選択するのがベストか判断してください。進路が未定の人は、スタディサポート・

適性診断結果や自分の興味関心などから自己分析をして自分の適性を見極めてください。適性がない

分野を選択すると、将来苦労する可能性もあります。体育祭後、科目選択について担任と面談をしま

す。進路は自分一人の意向で決めることはできない部分があるので、家族と話し合いをしてください。 

1 学年は異なる性格・個性をもつ「80 人 80 色」の集団です。集団生活を送るなかで、自分の気

持ちや思いが大切であると同様に、相手の気持ちや思いも大切です。自分の思いをはっきりと表現す

る人もいれば、周りに気を遣って表現を控える人もいます。相手の気持ちを察し、相手の立場に立っ

て考え、相手の思いを尊重することを心がけてください。4 月の面談週間で、みなさんは「困ってい

るのかなあ」「辛くないかなあ」と周囲の人の気持ちを察してあげる優しい心をもっているなあと私

は感じました。とても素晴らしいことです。その優しい心を大切にしてください。



 5 月 24 日の人権学習では、「身近な人権問題に目を向け自他の尊重を考えよう」を主題に「高齢

者の人権」を取り上げました。以下はみなさんのワークシートからの抜粋です。 

 

 

 

 

 

「親の『老い』を受け入れる～下町医師とつどい場おばはんが教える、認知症の親をよくする介護」 

長尾和弘×丸尾多重子 ブックマン社（平成 28 年 1 月）より 


